Nankai Earthquake Memorial and Handing Down Lessons in Osaka City by 長尾, 武
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There are four memorials to the Ansei Nankai earthquake in Osaka City. Two of them, the Ohjishin(Daijishin)-
Ryokawaguchi-Tsunamiki and the memorial in Shitennoji, are inscribed with the disaster’s lessons. However, we do not 
know of any memorials to the Hoei earthquake in Osaka, although an Ansei-period “news” story briefly mentions a 
“Jizou” (“Ksitigarbha”) statue being built. I believe the “Jizou” was built at the mouth of the Kizu River where the 
Ohjishin-Ryokawaguchi-Tsunamiki was later built. Since that memorial’s construction, it has been regularly maintained, 
and ceremonies are held as if it were a “Jizou” that has been keeping residents safe for about 160 years. 
 






の地震による犠牲者の供養石碑は、大阪市内に 4 基が現存している。その中、2 基には地震と津波の状況と
教訓が記されている。ＪＲ大正駅の北東約 300m、木津川に架かる大正橋の東詰北側に、『大地震両川口津
浪記石碑』がある。何時訪れても、地元の人々によってきれいに清掃され、 花立てには新しい花が供えら
れている。建碑以来、約 160 年間、地域の人々によって守られてきたのである。 教訓を刻んだ碑文の最後
に、「願くは、心あらん人、年々文字よみ安きよう墨を入れ給ふへし」とあるが、毎年、地蔵盆には墨入れ



































































































































































き入れて、多くの家屋が突き崩されたのである。道頓堀川右岸に位置した幸町 1～5 丁目で 48 軒も崩された。
西側町では 20 人が溺死した 8）。大きな被害を受けた町の人々が協力して、災害の 8 ヶ月後、安政二年七月
に石碑が建立された。亡くなった人々への追善供養とともに、後世への教訓を残したのである。その後、現




























［東面と南面］ 『大地震両川口津浪記』     口語訳を示す。 
嘉永七年六月一四日子刻頃（同年十一月二七日に安政と改元され




同じ年、十一月四日辰刻12 月 23 日午前 8 時頃大地震が起こっ
た。以前から恐れて、空き地に小屋を造ったり、老人も子供も、多くの人々が小舟に乗っていた。翌五日
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『大地震両川口津浪記』は長文であるが、その内容は大きく分けて 4 つの段落に区分される。第 1 の段
落は、嘉永七年（安政元年）六月十四日深夜から十五日未明にかけて起こった伊賀上野地震について記述
している。第 2 の段落では、同年十一月四日、安政東海地震が起こったこと、また、その約 32 時間後の翌
五日、南海地震が続いて起こったことが記述されている。特に津波による恐ろしい情景がリアルに記述さ
































とは限らない）124 名から、金 44 円 85 銭が寄附されている。費用は 36 円 43 銭、残金は 8 円 42 銭であった。 
（『明治三四歳第八月 紀念碑寄附人名簿』、『明治三四歳第九月 記念碑修繕費用』より）















たが、同年八月に供養が行われた。石碑の移転と再建、さらに供養に要した費用 38 円 91 銭は全て幸町の
有志 91 名（借家 6 軒と記載されて名前の記入が無かったものについて、6 名とした）による寄附金 40 円
95 銭によったのである。費用の内訳の例を示せば、石碑の解体と移送の祝儀として 1 円 50 銭石碑の再建










の東詰、北 30m の場所に移転された。2006 年春、工事が終了し、また元の、大正橋の東詰・北側の位置に
戻された。その際、ケヤキの解説板は変色し、文字が読みづらくなっていたことから、板の表面を削り、文
字を彫り込んで、墨を入れ、一新された。石碑にも墨が入れられ、新しくなった解説板と共に元の場所に戻
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